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        平成 30 年第 4 回・西海市農業委員会総会議事録 

 

１．開催日時 平成３０年４月２６日（水） 

午後３時００分から午後５時００分 

２．開催場所 西海橋物産館 「魚魚の宿」 

３．委員定数 条例定数１９人 現委員１９人 

４．出席委員（１９人） 

会  長  １番 岩﨑信一郎 

会長代理  ２番  太田 尚臣                    

委  員  ３番 白石 幸憲  ４番 山﨑 友好  ５番 松﨑 常俊 

      ６番 志田 邦彦  ７番 岸本 六郎  ８番 知念 近海 

      ９番 高口 和子 １０番 大串 康明 １１番 岡 修治  

     １２番 松尾 均  １３番 福田 務  １４番 田中 初治 

     １５番 朝長 久夫 １６番 辻尾 政幸 １７番 山下 裕史 

     １８番 水嶋 政明 １９番 三枝 政人 

 

５．欠席委員（０人） 

      

６．議事日程 

第１ 議事録署名委員の指名 

第２ 議案第１４号 農地法第３条の規定による許可申請について 

   議案第１８号 農地法第３条の規定による許可申請について 

   議案第１９号 農地法第５条の規定による許可申請について 

   議案第２０号 農用地利用集積計画の決定について 

   議案第２１号 農地中間管理事業利用配分計画（案）に関する意見に

ついて 

議案第２２号 非農地通知の対象とすることの決定について 

 

承認審議 非農地証明交付願い 

     報告事項 農地転用許可不要案件届出 

           

７．事務局 事務局長：中村正且 局長補佐：神浦真吾 主任主事：谷内美佳 

      主任主事：本田美春 

 

８．会議の概要 

事務局   只今から平成３０年西海市農業委員会第４回総会を開会いたしま

す。 

      出席委員は在任委員１９名中１９名で、定足数に達しておりますの

で総会は成立しております。 
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      それでは、西海市農業委員会会議規則により、議長は会長が務める

こととなっておりますので、議事の進行は会長にお願いいたします。 

  

議 長   これより議事に入ります。まず日程第１の議事録署名委員の指 

     名を行います。西海市農業委員会会議規則第２０条第２項に規定 

     する議事録署名委員ですが、議長から指名させていただくことに 

     ご異議ありませんか。 

 

      《異議なしの声あり》 

 

議 長   今回の議事録署名委員は、６番：志田委員、７番：岸本委員にお願

いいたします。 

 

議 長   それでは、審議に入りますが議事進行上、発言される際は挙手をし、

議長の許可を受けてから氏名を告げて発言をお願いします。 

それでは前回の総会において再調査が必要と言うことで継続審議と

なっていた案件から審議いたします。 

議案第１４号「農地法第３条の規定による許可申請について」事務

局より説明をお願いします。 

 

事務局   議案第１４号「農地法第３条の規定による許可申請について」継続

審議分「１番」について説明いたします。資料は２頁になります。本

件は３月の総会にて議案として取り扱いましたが、申請内容について

再度調査・確認が必要となり、継続審議になった案件になります。物

件は西彼町八木原郷字土井行、の畑、計１筆・５，０７５㎡の申請と

なっています。申請地の地番・面積・現況等の内容、譲り受け人に関

する事項については議案書記載のとおりです。本件は平成２７年（ハ）

第４１４号土地所有権移転登記手続請求事件に関する平成２８年１２

月２８日付、確定判決に基づく土地所有者４名のうち１人の持分６分

の１を申請者に対して売買による所有権移転を行うことが、判決によ

り確定されたので、判決の内容に従い、農地法第３条による許可申請

手続きを行うものです。裁判の判決による申請手続きとなっているた

め、譲り受け人の単独申請となっています。申請事由は議案書記載の

とおりで、権利種別は所有権移転「売買」となっています。調査・確

認の結果、所有面積・耕作面積の事項が前回申請から変更になってい

ます。農地法第３条第２項の不許可事項の該当非該当の区分ですが、

第２号、第３号、第５号、第６号につきましてはすべて非該当となっ

ています。関係資料は３頁から９頁までで、３頁に位置図、４頁に付

近状況図、５頁に現況写真、６頁は字図を添付しています。黄色に塗

られているところが申請地です。７頁は航空写真で、赤枠で囲まれた
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部分が申請地です。譲り受け人の自宅から申請地まで約５ｋｍ、車で

約８分のところに申請地がある状況です。８・９頁に裁判関係資料の

抜粋を添付しています。農地法第３条第２項各号には該当しないこと

から許可要件のすべて満たしていると考えます。事務局からの説明は

以上です。 

 

議 長   それでは 1 番について補足説明を地区担当委員お願いします。 

 

１７番   前回の総会で継続審議となった分で、全部効率利用要件及び農作業

常時従事要件等に疑問があるということで、会長ほか地区担当農業委

員及び推進委員と事務局、そして本人も立会いの上確認いたしました。 

 現地はトラクターで耕起して耕作できる状態になっており、当地区

の下限面積 40 アールはクリアしていることは確認いたしました。作目

は馬鈴薯を作付けすると言うことで、本人の意欲も見て取れましたの

で不許可要因はないものと判断いたしました。よろしくご審議くださ

い。 

 

１１番   概ね１７番委員の説明どおりです。水田は耕作しておりましたが、

その他の農地は下限面積をクリアするために耕起したような印象も受

けました。本人の意思はありますので不許可要因は排除されましたが、

今後も注視していく必要はあるように感じております。 

 

議 長   ただ今議案第１４号について説明がありました。 

これより質疑に入ります。 

皆さんから何かご意見等ございませんか。 

 

議 長   同行した委員からは意見等ありませんか。 

 

事務局   前回の総会でも説明しましたが。共有持分の譲渡は持分の移転その

ものであり農地法３条の規制対象になります。それから今後、懸念さ

れる事項でありますが、毎年、農地利用状況調査を実施しますので、

引き続き耕作がなされず、遊休農地化していくようであれば利用意向

調査の対象となり、課税の強化の対象となる可能性もありますので、

指導等の機会はあるものと判断いたします。 

 

１４番   共有持分の譲渡について確認できましたし、下限面積がクリアされ

ていること、農作業常時従事要件及び農機具の保有状況も確認できた

と言うことであれば問題はないと思います。 

 

議 長   ほかに皆さんから何かご意見等ございませんか。 
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《なしの声あり》 

 

議 長   ないようですので採決に移ります。 

本案について許可することに異議のない方の挙手を求めます。 

       《挙手多数》 

 

議 長   挙手多数と認めます。 

よって、議案第１４号「農地法第３条の規定による許可申請につい

て」の１番については、申請どおり許可することに決定いたします。 

 

議 長   次に議案第１８号「農地法第３条の規定による許可申請について」

事務局より説明をお願いします。 

 

事務局   議案第１８号「農地法第３条の規定による許可申請について」１番

を説明いたします。資料は１０頁になります。物件は西彼町白崎郷字

西穀光浦、の畑と、同郷字タヲの畑、計２筆・１，６１２㎡の申請と

なっています。申請地の地番・面積・現況等の内容、譲り渡し人・譲

り受け人に関する事項については議案書記載のとおりです。申請事由

は議案書記載のとおりで、申請地は白崎地区県営土地改良事業に関係

する物件で故人の名義の土地が所在し、相続手続の結果、譲り渡し人

が相続する事となりました。これまで耕作管理等を行っていたのが譲

り受け人で、今回関係者間で協議を行った結果、譲り受け人へ贈与す

ることとなり、今回の申請となっています。権利種別は所有権移転「贈

与」となっています。農地法第３条第２項の不許可事項の該当非該当

の区分ですが、第２号、第３号、第５号、第６号につきましてはすべ

て非該当となっています。関係資料は１１頁から１５頁までで、１１

頁に位置図、１２頁に付近状況図、１３頁に現況写真、１４頁に字図

を添付しています。黄色に塗られているところが申請地です。１５頁

は航空写真で、赤枠で囲まれた部分が申請地です。譲り受け人の自宅

から申請地まで約０．８ｋｍ、２ｋｍで、車で約３分以内のところに

申請地がある状況です。農地法第３条第２項各号には該当しないこと

から許可要件のすべて満たしていると考えます。事務局からの説明は

以上です。 

 

議 長   それでは補足説明を地区担当委員お願いします。 

 

９番    白崎地区県営土地改良事業に関係する物件ですが、相続手続の結果、

譲り渡し人が相続する事となりました。これまで耕作管理等を行って

いたのが譲り受け人で、今回関係者間で協議を行った結果、譲り受け

人へ贈与することとなり、今回の申請となったということでした。譲



 - 5 - 

り受け人は専業で、地域の信頼も厚く何ら問題はないものと思われま

すのでよろしくご審議ください。 

 

議 長   ただ今議案第１８号について説明がありました。 

これより質疑に入ります。 

皆さんから何かご意見等ございませんか。 

 

《なしの声あり》 

議 長   ないようでしたら、本案について許可することに異議のない方の挙

手を求めます。 

       《挙手多数》 

 

議 長   挙手多数と認めます。 

よって、議案第１８号「農地法第３条の規定による許可申請につい

て」は、申請どおりで許可することといたします。 

 

議 長   次に議案第１９号「農地法第４条の規定による許可申請について」

を議題といたします。 

事務局より説明をお願いします。 

 

事務局   議案第１９号「農地法第５条の規定による許可申請について」１番

を説明いたします。資料は１６頁になります。所在が大島町字白浜、

の畑・計１筆・２５７㎡で利用状況は不耕作となっています。申請地

の地番・譲り渡し人・譲り受け人に関する事項は議案書記載のとおり

です。申請理由は現在借家住まいで、手狭なため、自宅を建築する。

となっています。権利種別は所有権移転「売買」となっています。 

添付資料は、１７頁から２５頁までで、１７頁に位置図、１８頁に

付近状況図、１９頁に現況写真、２０頁に字図、２１頁に航空写真を

添付しています。２２頁に被害防除計画書、２３頁に配置図、２４頁

に平面図、２５頁に立面図を添付しています。木造コロニアル葺き２

階建の住宅１棟１Ｆ・６２．０９㎡、２Ｆ・４６．３７㎡、計１０８．

４６㎡を新築する申請となっています。２２頁にもどり、申請地の造

成計画の内容ですが、（１）切土を行う最高１．９ｍ、最低０ｍ、被害

防除措置として擁壁を設ける。被害防除措置の内容又は被害の発生の

恐れがない理由として採石対策を行うため被害の発生の恐れはない。

②近傍農地の日照、通風、耕作等に著しい影響をおよぼす恐れを生じ

させないための措置の内容又は被害の恐れがない理由として、緑地、

緩衝地を設ける幅約３ｍ程度、建物の高さを加減する８．８ｍ程度、

被害発生の恐れがない理由として、周囲に耕作地がないため被害の発

生の恐れはない。③排水計画ですが、雨水は水路放流、汚水・生活雑
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排水は、下水道処理となっています。事業費に対する資金計画は、自

己資金、借入金で、工期は許可日から３ヶ月を予定しています。農地

区分について、申請地は宅地や道路や原野及び畑（荒地）に囲まれた

農業公共投資の対象となっていない孤立した農地といえますので、第

２種農地と判断します。事務局からの説明は以上です。 

 

議 長   それでは補足説明を担当委員お願いします。 

 

１８番   先日、推進委員とともに本人立会いのもと確認してまいりました。

以前から相談があっていた関係で、現地は何度か見ておりました。現

在の賃貸住宅が手狭で、新たに新築したいと言うことでありました。

近傍農地への日照、通風、耕作等に与える影響を生じさせないよう、

緑地、緩衝地を設け建物の高さを加減するようになっております。ま

た、周囲に耕作地がないため被害の発生の恐れはなく。排水計画も雨

水は水路放流、汚水・生活雑排水は、下水道処理となっており特段問

題はないものと判断いたしますのでよろしくご審議ください。 

 

議 長   ただ今議案第１９号について説明がありました。 

これより質疑に入ります。 

皆さんから何かご意見等ございませんか。 

《なしの声あり》 

 

議 長   ないようでしたら、本案について許可することに異議のない方の挙

手を求めます。 

       《挙手多数》 

 

議 長   挙手多数と認めます。 

よって、議案第１９号「農地法第４条の規定による許可申請につい

て」は申請どおりで許可相当といたします。 

 

議 長   次に議案第２０号「農地利用集積計画の決定について」を議題とい

たします。 

      事務局より説明を求めます。 

 

事務局   資料の２６頁をお願いします。議案第２０号「農用地利用集積計画

の決定について」農用地利用集積計画について、農業経営基盤強化促

進法第１８条第１項の規定による決定を市長より求められたので、そ

の可否について提案する。となっています。 

２７頁は農地利用集積計画集計表です。今回は個人及び市公社間の

計１０筆・１８，０９３㎡、「使用貸借権・賃貸借権設定」（市公社貸
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出分）の計９筆・１６，３６３㎡。「使用貸借権・賃貸借権設定」（県

公社借入分）、計６筆・６，５３５㎡が計上されています。 

２８頁は個人間の賃貸借の１件・１筆・１，７３０㎡と市公社が使

用貸借する７件・９筆・１６，３６３㎡の詳細となっています。２９

頁は市公社が貸付を行う分で賃貸借・使用貸借、１件・９筆・１６，

３６３㎡の詳細となっています。３０頁は県公社が借入を行う分で、

使用貸借「５年」のもの２筆、使用貸借「１５年」のもの１筆、賃貸

借「５年」のもの１筆、賃貸借「３年」のもの２筆、計４者・６筆・

６，５３５㎡の各筆明細となっています。各筆の地番・地目・面積・

賃貸借等の詳細につきましては、議案書を参照ください。３１頁に個

人間の利用集積分の借り手の経営状況・３２頁に市公社貸付分の借り

手の経営状況を添付しております。農業経営基盤強化法第１８条第３

項の用件を満たしていると考えます。事務局からの説明は以上です。 

 

議 長   それでは補足説明を地区担当委員お願いします。 

 

１９番   １番の借り手の方は、ＪＡの運営委員を歴任し、理事にも立候補す 

るような熱心な方です。息子さんと共同経営ということで手広く経営 

されており、全部効率利用要件及び農作業の従事要件等に照らしても 

何ら問題はないものと判断いたします。よろしくお願いします。 

 

１７番   ２番から１０番の借り手は福祉施設が設置している法人で、休耕田 

等を借り受けて耕作をしております。年間従事日数、農機具保有状況 

等についても何ら問題はないと思いますし、耕作放棄地の解消にもつ 

ながりますので期待したいと思います。よろしくお願いします。 

 

議 長   ただ今、議案第２０号について説明がありました。 

これより質疑に入ります。何かご意見等ございませんか。 

《なしの声あり》 

 

議 長   ないようでしたら、本案について決定することに異議のない方の挙

手を求めます。 

       《挙手多数》 

 

議 長   挙手多数と認めます。 

よって、議案第２０号「農地利用集積計画の決定について」につき

ましては、原案どおり決定する事といたします。 

 

議 長   次に議案第２１号「農地中間管理事業における農地利用配分計画 

（案）に関する意見について」を議題といたします。 
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事務局より説明をお願いします。 

 

事務局   ３３頁をお願いします。議案第２１号「農地中間管理事業における

農用地利用配分計画に関する意見について」農用地利用配分計画(案)

について、農地中間管理事業の推進に関する法律第１９条の３の規定

により、意見を求められたので、判断を求める。となっています。資

料は３４頁から３９頁です。先ほど３０頁にて提案しました県公社の

借り入れ分の土地６筆に対して、県農業振興公社から「３者」に対し、

使用貸借「５年」のもの２筆、使用貸借「１５年」のもの１筆、賃貸

借「５年」のもの１筆、賃貸借「３年」のもの２筆、合計６筆の配分

の各筆明細となっています。１番から２番の２筆については、いちご

部会の担い手が取り組む農地中間管理事業分となっています。３番の

1 筆については西彼町の担い手の方が取り組む農地中間管理事業分、

４番から６番の３筆は西海町の担い手の方が取り組む農地中間管理事

業分となっており、各筆の地番・地目・面積・賃貸借等の詳細につき

ましては、議案書を参照ください。３５頁から３７頁にそれぞれの借

り手・４者分の経営状況を添付しています。３８頁は３番の一部借入

の範囲、３９頁は６番の一部借入の範囲について資料添付しています。

農地中間管理事業の推進に関する法律第１９条の３において特に問題

はないものと判断します。事務局からの説明は以上です。  

 

議 長   それでは補足説明を地区担当委員お願いします。 

 

１２番   先日、本人とお会いして話をいたしました。年齢も若くやる気が伝 

わりました。イチゴ部会でも信頼が厚く、将来性も期待されると思い 

ますのでよろしくお願いします。 

 

１７番   ３番の借り手の方は農協のＯＢですが、現在も農協の理事をされて 

おります。地域の信頼も厚く、農業に熱心な方ですので問題はないと 

思います。また、耕作放棄地の解消にも熱心ですので頑張ってもらい 

たいと思います。 

 

１４番   ４番から６番の借り手の方ですが、先日お会いしてまいりました。 

本人は農協に勤めながら農業経営をされているということでしたが、 

親御さんがお元気で一緒に農業をされているようでした。まだ若く、 

やる気も伝わってまいりましたので期待したいと思います。よろしく 

御審議ください。 

 

議 長   ただ今、議案第２１号について説明がありました。 

これより質疑に入ります。何かご意見等ございませんか。 
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《なしの声あり》 

 

議 長   ないようでしたら、本案について決定することに異議のない方の挙

手を求めます。 

       《挙手多数》 

 

議 長   挙手多数と認めます。 

よって、議案第２１号「農地中間管理事業における農地利用配 

分計画（案）に関する意見について」につきましては、原案どおり配

分することで「異議なし」といたします。 

 

議 長   次に議案第２２号「非農地通知の対象とする事の決定について」を

議題といたします。一括して審議いたします。 

事務局より説明をお願いします。 

 

事務局   それでは資料は４０頁をお願いします。議案第２２号「非農地通知

の対象とすることの決定について」を説明いたします。今回は２件・

２筆・４，２７８㎡について、審議を頂きたいと思います。今回、申

請者の方は２件の方となります。住所や所有者の詳細につきましては

議案書に記載したとおりです。 

説明に入ります。１件目は１番の１筆となり、資料は４１頁から４

５頁です。所有者は西海町中浦北郷の方です。４１頁に位置図、４２

頁に付近近況図、４３頁に対象地の現況写真、４４頁に字図、４５頁

に航空写真を添付しています。それぞれの資料で、黄色に塗った部分・

赤枠で囲んだ部分が申請地となっています。現場のほうですが、雑木

等が茂り原野化しており、現場を見る限りでは特に支障はないという

判断をいたしました。 

対象地は農業者年金、贈与税、不動産取得税関係について聞取りと

事務局で確認できる範囲において影響がない見込みです。 

２件目は２番の１筆となり、資料は４６頁から５２頁です。所有者

は本店を長崎に置く大瀬戸町の法人です。４６頁に位置図、４７頁に

付近近況図、４８から５０頁に対象地の現況写真、５１頁に字図、５

２頁に航空写真を添付しています。それぞれの資料で、黄色に塗った

部分・赤枠で囲んだ部分が申請地となっています。現場のほうですが、

雑木等が茂り原野･山林化しており、現場を見る限りでは特に支障はな

いという判断をいたしました。 

対象地は農業者年金、贈与税、不動産取得税関係について聞取りと

事務局で確認できる範囲において影響がない見込みです。 

 

議 長   それでは補足説明を担当委員お願いします。 
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５番    １番について、先日、現地を確認しました。現状は山林化まで行っ

ておりませんが、水利がなく耕作出来ないため荒廃化したということ

でした。廻りも荒廃化しており今後耕作する見込みもないとのことで

すので非農地の対象として問題はないものと思われますのでよろしく

お願いします。 

 

７番    ２番について、現地は山林化しており人が入る隙間もないほどであ

ります。農地として復元する事は困難と判断いたしましたのでよろし

くお願いします。 

 

議 長   ただ今、議案第２２号の１番・２番について説明がありました。 

皆さんから何か意見等ありませんか。 

《なしの声あり》 

 

議 長   ないようでしたら、本案について決定することに異議のない方の挙

手を求めます。 

       《挙手多数》 

 

議 長   挙手多数と認めます。 

よって、議案第２２号「非農地通知の対象とすることの決定につい 

て」の１番・２番について非農地通知の対象とすることに決定いたし

ます。 

 

議 長   次に承認審議に入ります。 

      事務局より説明をお願いします。 

 

事務局   それでは資料は５３頁ページをお願いします。平成３０年４月受付 

非農地証明交付願について説明をいたします。「１番」の所在は西海町

面高郷字大道原、畑１筆・３４５㎡で、事由は昭和６１年頃の農業用

倉庫敷地として利用してきましたが、平成２９年度面高地区緊急治山

工事の工区に入ったためとなっています。申請地は登記地目が「畑」

となっています。現況は雑種地となっており、保安林編入申請手続き

を行うものとなっています。資料は５４頁から６３頁までです。所有

者は西海町面高郷の方となっています。詳細は議案を参照ください。

５４頁に位置図、５５頁に付近状況図、５６頁に現況写真、５７頁に

字図、５８頁に航空写真を添付しています。５９頁に概要図、６０頁

に正面図、６１～６３頁に横断図を添付しています。この案件は西海

市の非農地証明書交付基準の①非農地通知の対象とはならない土地、

②-3 農地転用不要案件として処理した土地について現況が非農地で

ある旨証明する必要が生じた土地。と判断される土地という項目を満
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たしております。事務局からの説明は以上です。 

 

１３番   先日、本人とは会えませんでしたが現地を確認しました。事務局説

明にありましたように倉庫が建っていて、横に農地と見られる荒地が

あります。背後の山林が倉庫に迫ってきており危険な状態で農業が出

来る状況ではありませんでした。治山工事の工区に入っているという

ことで危険防止が優先であり、非農地証明を交付することについて特

に問題はないと判断いたしました。 

 

議 長   ただ今、承認審議について説明がありました。 

皆さんから何か意見等ありませんか。 

《なしの声あり》 

 

議 長   ないようでしたら、本案について決定することに異議のない方の挙

手を求めます。 

       《挙手多数》 

 

議 長   挙手多数と認めます。 

よって、本案非農地証明については承認する事に決定いたします。 

 

議 長   以上で議案審議及び承認審議は終了しました。 

次に報告事項に入ります。事務局よりお願いします。 

 

事務局   それでは資料は６４頁ページをお願いします。平成３０年４月受付

分で農地転用許可不要案件になりますが、大瀬戸町瀬戸東濱郷におけ

る農業用倉庫建設の分となります。申請地は大瀬戸町瀬戸東濱郷字天

川の物件で地番・地目・面積は議案書記載のとおりです。これまでＢ

判定となっていた申請地に農業用倉庫を新たに建設する計画となって

います。工期は平成３０年５月１日から６月３０日を予定しており、

農業用倉庫･木造亜鉛鉄板葺平屋２４．００㎡を廃材等を利用して建設

する。敷地として１０１㎡を予定。平成３０年７月１日の供用開始を

予定しています。 

関係資料は６５頁から７３頁までで、６５頁に位置図、６６頁に付

近近況図、６７頁に現況写真、６８頁に字図、６９頁に航空写真を添

付しています。７０頁に被害防除計画書、７１頁に配置図、７２頁に

平面図・立面図をつけています。申請地の造成計画内容ですが、切土

を行う最高０．５ｍ、最低０．３ｍ。被害防除措置としてのり面保護

をする（芝を育成）。被害の発生の恐れがない理由として、農地の傾斜

が少しあり、均平をとるため高い部分を切り取り低い部分に盛土を行

う。日照、通風、耕作等への影響について、周辺は市道、山林、自作
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地農地であり被害の発生の恐れがない。排水計画については雨水を自

然流下、自作農地内で処理可能となっています。事務局からの説明は

以上です。 

 

議 長   ただ今事務局から報告事項について説明がありました。何か意見等

ありませんか。 

 

      ないようでしたら、ただ今、報告及び説明があったとおり届出につ

いて承認することといたします。 

 

議 長   以上をもちまして本日の全日程を終了いたしました。 

      皆さんのほうから何かありませんか。 

 

議 長   ないようでしたら次回の総会日程を決定したいと思います。 

 

 

 

       次回総会は 

 

日時 平成３０年５月２５日(金) 午後２時００分から 

場所 西海公民館 ２階講堂 

 

これをもちまして西海市農業委員会第４回総会を閉会いたします。

お疲れ様でした。 
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平成３０年４月２６日 

 

                  農業委員会会長           

 

                  議事録署名人            

 

                  議事録署名人            


